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三
月
二
一
日
、
金
沢
の
一
等
地
に
あ
る
香

林
坊
ア
ト
リ
オ
で
、
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
や
Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｃ
Ｈ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
全
国
コ
ッ
カ
イ

オ
ン
ド
ク
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。 

コ
ッ
カ
イ
オ
ン
ド
ク
は
、
金
沢
市
の
主

婦
・
小
原
美
由
紀
さ
ん
が
「
報
道
な
ど
で
一

部
し
か
流
れ
な
い
国
会
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
？
」
と
実
際
に
国
会
中
継
や
録
画

を
見
な
が
ら
議
員
さ
ん
の
た
め
息
や
ふ
と

漏
ら
し
た
呟
き
ま
で
忠
実
に
書
き
起
こ
し 

 

 

       

た
「
シ
ナ
リ
オ
」
を
音
読
す
る
と
云
う
も
の
。 

 

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
元
学
校
の
先
生
で
結

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、
シ
ュ
ー
ル
さ
に
磨
き
を

か
け
た
激
団
ト
ラ
ベ
ル
ボ
ン
バ
ー
ズ
、
ま
る

で
新
喜
劇
！
お
客
様
を
巻
き
込
ん
で
会
場

を
湧
か
せ
た
大
阪
の
弁
護
士
さ
ん
チ
ー
ム
、

報
道
特
集
に
も
登
場
し
、
小
道
具
か
ら
官
僚

と
の
や
り
と
り
ま
で
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り

抜
い
た
関
東
チ
ー
ム
、
そ
し
て
わ
た
し
の
息

子
（
小
５
）
が
自
ら
出
場
を
き
め
た
チ
ー 

 

 

                             

 共謀罪の国会審議をオンドクする関東チーム 

な
ぜ
、
こ
ん
な
不
合
理 

カ
モ
、
コ
ハ
ク 

で
非
倫
理
的
な
「
論
理
」

が
罷
り
通
る
の
か
。
地
震
国
日
本
で
の
「
原
発

再
稼
動
論
」、
オ
ー
バ
ー
キ
ル
状
態
の
核
弾
頭
を

保
持
し
使
え
な
い
と
解
っ
て
い
な
が
ら
の
「
核

抑
止
力
論
」
な
ど
▼
『
ア
メ
リ
カ 

暴
力
の
世

紀
』
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ダ
ワ
ー
著
、
田
中
利
幸
訳

（
岩
波
書
店
）
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
気
が

し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
国
防
政
策
と
関
わ
っ
た
「
戦
争
」
が
分

析
さ
れ
て
い
る
。
印
象
に
残
っ
た
点
を
拾
え
ば
、

大
戦
時
に
形
成
さ
れ
た
巨
大
な
産
軍
共
同
体
の

存
在
と
国
防
予
算
の
継
続
。
冷
戦
期
に
核
の
エ

ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
ん
だ
「
大
規
模
報
復
」

「
相
互
確
証
破
壊
」
な
ど
の
頭
文
字
を
と
っ
た

「
Ｍ
Ａ
Ｄ
（
狂
気
）
理
論
」。
冷
戦
終
結
後
は
軍

事
革
新
を
背
景
に
し
た
「
全
面
領
域
支
配
」
へ

傾
倒
。
９
・
１
１
事
件
後
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
か

ら
、
テ
ロ
と
の
た
た
か
い
を
「
不
安
定
の
連
鎖

拡
大
反
応
」
と
位
置
づ
け
、「
安
全
保
障
国
家
」

の
名
に
よ
る
異
常
な
情
報
収
集
活
動
。
軍
事
の

民
間
委
託
に
よ
っ
て
、
テ
ロ
の
恐
怖
が
民
間
企

業
の
儲
け
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
実
等
々
。
オ

バ
マ
で
す
ら
抜
け
出
す
道
を
作
れ
な
か
っ
た
今

日
の
ア
メ
リ
カ
の
姿
を
「
戦
争
文
化
国
家
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
▼
若
い
頃
に
金
沢
に
住
ん
で

い
た
と
い
う
親
日
家
で
も
あ
る
著
者
に
冷
静
な

目
を
見
た
。
日
米
軍
事
一
体
化
の
流
れ
に
日
本

を
無
理
や
り
引
き
ず
り
込
も
う
と
す
る
現
政
権

に
対
す
る
警
鐘
と
読
ん
だ
。（
Ｉ
） 

 

全
国
コ
ッ
カ
イ
オ
ン
ド
ク
!
コ
ン
テ
ス
ト
in
金
沢 

音
読
で
伝
わ
る
言
葉
の
力 

市
井
早
苗 

花 

鳥 

風 

月 

1面  全国コッカイオンドク！コンテスト in 

金沢             市井早苗              

2面  非核石川の会第 30回総会 開催案内 

    憲法の創造力         木村草太 

3面 「標的の島 風かたか」舞台挨拶  三上智恵 

    

 

 

 
非核・いしかわ 

事務局／石川民医連労働組合気付 

〒920-0848金沢市京町 28-8 ℡076-251-0014  Fax 076-251-3930 

ゆうちょ口座 00760-0-15689 年会費 3000円(全国紙代含む) 

4面 性教育石川セミナーへのお誘い   末友雅子 

5面 市民メディア発動で 9条改憲阻止  永山孝一 

   サポート会員制を発足しました 

6面  知は力なり            西村  昭 

核兵器廃絶 終わりの始まり  西本多美子 

         

                  

    

  

7面   <独標>秋の憂い         土井和子 

    平和事業に関する自治体アンケート                       

8面  石川の地域点描 シリーズ      中西 優          

    絵手紙コーナー         広瀬勝子 

    非核・平和の掲示板 

非
核
五
項
目 

 2018 年 4 月 20 日 月刊第 237 号 発行／非核の政府を求める石川の会 

審査結果を発表する金平茂紀さん㊧と 

優勝したチーム寄せ鍋 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 
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ム
寄
せ
鍋
の
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
は
石
川
、
大
阪
、
京
都
、
神

奈
川
、
埼
玉
、
東
京
な
ど
か
ら
大
集
合
し
た
。 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
平
茂
紀
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
元
の
弁
護
士
さ
ん
、
大
学
の
先

生
や
舞
台
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
を
審
査

員
に
迎
え
、
「
わ
か
り
や
す
さ
、
表
現
度
、

次
に
国
会
を
見
た
く
な
る
度
」
で
審
査
さ
れ
、

な
ん
と
優
勝
し
た
の
は
我
ら
が
「
チ
ー
ム
寄

せ
鍋
」
！ 

音
読
す
る
か
ら
こ
そ
伝
わ
る
言

葉
の
力
。
そ
し
て
子
ど
も
で
も
出
来
る
こ
と

を
証
明
で
き
た
こ
と
が
評
価
に
繋
が
っ
た
。 

コ
ッ
カ
イ
オ
ン
ド
ク
サ
イ
ト
に
シ
ナ
リ

オ
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
パ
パ
っ
と

集
ま
っ
て
す
ぐ
に
出
来
る
と
こ
ろ
が
コ
ッ

カ
イ
オ
ン
ド
ク
の
最
大
の
魅
力
！ 

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
国
会
中
継
録
画
を

見
て
、
自
分
が
演
じ
る
役
が
ど
ん
な
表
情
を

し
、
ど
う
言
葉
を
絞
り
出
し
て
い
る
の
か
を

 

じ
っ
く
り
観
察
し
た
り
、
そ
こ
で
発
せ
ら
れ

た
言
葉
を
自
分
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
、
自

ら
の
肉
体
や
声
を
通
し
て
み
る
と
、
野
党
、

与
党
、
そ
し
て
官
僚
、
其
々
の
立
場
に
立
て

る
か
ら
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の

が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
は
海
外
で
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
演
劇
教
育
に
近
い
と
思
う
。 

子
ど
も
た
ち
が
い
つ
か
選
挙
権
を
手
に

し
て
自
分
の
思
い
を
託
す
政
治
家
さ
ん
を

選
ぶ
時
、
投
票
の
仕
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る

な
ら
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
コ
ッ
カ
イ
オ
ン

ド
ク
を
体
感
す
る
方
が
よ
っ
ぽ
ど
投
票
率

が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
な
。
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
の
面
白
さ
を
最
大
に
生
か
し
た
コ

ッ
カ
イ
オ
ン
ド
ク
。
こ
の
壮
大
な
ゴ
ッ
コ
遊

び
は
「
世
紀
の
大
発
明
」
だ
。 

（
金
沢
市
・
主
婦
） 

             

◇
講
演
要
旨
◇ 

憲
法
の
創
造
力 

―
今
こ
そ
憲
法
を
語
る
― 

首
都
大
学
東
京 

都
市
教
養
学
部 

法
学
系
教
授 

 

木
村
草
太 

 
 

三
月
一
〇
日
（
土
）
石
川
県
保
険
医
協
会

第
四
四
回
総
会
記
念
・
市
民
公
開
講
演
会
が
、

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
二

五
〇
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。 

初
め
に
憲
法
と
は
何
か
の
説
明
が
あ
っ

た
。
近
代
国
家
に
は
権
力
の
一
極
集
中
が
見

ら
れ
る
が
、
国
家
権
力
の
三
大
失
敗
と
し
て

①
戦
争
、
②
人
権
侵
害
、
③
独
裁
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
①
軍
隊
と
戦

争
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
②
人
権
を
保
障

す
る
、
③
権
力
は
分
立
し
て
独
裁
は
許
さ
な

い
と
い
う
張
り
紙
が
世
界
の
憲
法
に
は
み

ら
れ
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
第
二
章 

戦
争

の
放
棄
、
第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務
、

第
四
章 

国
会
、
第
五
章 

内
閣
、
第
六
章 

司

法
、
第
七
章 

財
政
、
第
八
章 

地
方
自
治
が

あ
り
、
張
り
紙
と
し
て
第
九
章 

改
正
、
第

一
〇
章 

最
高
法
規
が
あ
る
。 

自
衛
隊
と
憲
法
九
条
に
つ
い
て
は
、
は
じ

め
に
武
力
の
行
使
（
対
国
家
）
と
武
器
の
使

用
（
対
犯
罪
者
）
の
違
い
の
説
明
が
あ
り
、

国
際
法
で
も
武
力
の
不
行
使
原
則
（
国
連
憲

章
二
条
二
項
）
は
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
集

団
安
全
保
障
（
憲
章
四
二
条
）
、
個
別
的
自

衛
権
（
同
五
一
条
）
、
集
団
的
自
衛
権
（
同

五
一
条
）
が
あ
る
。
日
本
国
憲
法
で
も
九
条

の
政
府
見
解
と
し
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
武
力
行

使
の
禁
止
」
と
し
て
い
る
が
、
例
外
と
し
て

個
別
的
自
衛
権
（
自
衛
隊
合
憲
説
）
が
あ
り
、

そ
の
根
拠
法
は
憲
法
第
一
三
条
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
国
内
防
衛
は
「
行
政
」
の
範
囲
に

含
ま
れ
る
が
、
他
国
防
衛
に
つ
い
て
は
例
外

を
許
容
し
た
条
文
は
存
在
せ
ず
、
集
団
的
自

衛
権
や
国
連
軍
参
加
は
憲
法
違
反
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

安
保
法
制
と
九
条
改
憲
で
は
、
一
項
、
二

項
を
維
持
し
つ
つ
自
衛
隊
を
憲
法
に
書
き

込
む
場
合
に
つ
い
て
、
表
を
使
っ
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。
国
内
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
国

防
軍
創
設
派
、
集
団
的
自
衛
権
限
定
容
認
派
、

個
別
的
自
衛
権
限
定
派
、
九
条
堅
持
派
）
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
⒜
国
防
軍
創

設
、
⒝
集
団
的
自
衛
権
限
定
容
認
、
⒞
個
別

的
自
衛
権
限
定
明
記
の
案
を
考
え
て
み
る

と
、
⒜
で
は
支
持
者
が
少
な
く
、
支
持
者
が

講師の木村草太さん 

非核の政府を求める石川の会 

第 30 回総会 ご案内 

日時 2018年 5月 26日（土） 

13：00～14：00 

会場 金沢歌劇座 3階第 3会議室 

次第  2017年度活動報告及び決算報告 

   2018年度活動方針案及び予算案 

   役員改選 

主催 非核の政府を求める石川の会 

 

香林坊アトリオステージで開催された 

全国コッカイオンドク！コンテスト 
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拮
抗
し
た
⒝
で
は
先
の
安
保
法
制
を
国
民

投
票
に
か
け
る
こ
と
と
な
り
、
成
立
可
能
な

⒞
で
は
安
保
法
制
の
違
憲
が
明
確
化
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
お
そ
ら
く
①
任
務
を
明

記
せ
ず
、
自
衛
隊
を
書
く
だ
け
で
発
議
し
、

②
可
決
後
に
集
団
的
自
衛
権
も
含
め
、
自
衛

隊
の
現
状
が
認
め
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
、
ま
る
で
講
演
か
ら
二
週

間
後
の
自
民
党
の
改
憲
案
を
予
言
し
て
い

る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
に
つ
い
て
憲
法
の
視
点
か

ら
言
及
し
、
二
一
条
の
結
社
の
自
由
の
保
障

を
踏
ま
え
、
①
完
全
な
任
意
加
入
、
②
学
校

か
ら
の
独
立
、
③
圧
力
・
イ
ジ
メ
の
厳
禁
を

提
言
し
て
い
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
人
権
に

つ
い
て
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
の
教
材
を

引
き
合
い
に
出
し
、
小
学
生
の
運
動
会
で
の

組
体
操
を
扱
っ
た
道
徳
教
材
が
、
学
校
内
の

安
全
と
子
供
の
人
権
を
無
視
し
た
冗
談
の

よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
人
権
を
守
る

た
め
に
、
各
々
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。 

新
進
気
鋭
の
憲
法
学
者
と
い
う
こ
と
で
、

随
分
堅
い
話
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
ジ
ョ
ー
ク
も
交
え
た
講
演
に
会
場
は

楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。 

（
石
川
県
保
険
医
協
会
理
事 

濱
田
久
） 

   

    

「
標
的
の
島 

風
か
た
か
」
に 

よ
せ
る
想
い 

映
画
監
督 

三
上
智
恵 

 

 

 

今
度
の
映
画
「
標
的
の
島 

風
か
た
か
」

で
は
ア
メ
リ
カ
軍
や
日
本
政
府
が
ど
ん
な

に
沖
縄
を
い
じ
め
て
も
こ
れ
を
跳
ね
返
し

て
い
く
力
、「
風
か
た
か
（
防
波
堤
）」
に
な

る
、
そ
の
秘
密
を
描
い
て
い
ま
す
。
一
つ
は

お
母
さ
ん
た
ち
の
力
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
映
画
の
な
か
で
出
て
く
る
四

つ
の
祭
り
で
す
。
私
は
民
俗
学
を
勉
強
し
て

き
た
の
で
、
現
在
も
あ
の
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
墜
落
し
た
沖
縄
国
際
大
学
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
民
俗
学
を
教
え
て
い
ま
す
。 

ひ
と
つ
の
集
落
で
共
通
の
祭
り
、
世
界
観

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
強
い
こ

と
か
お
話
し
ま
す
。 

民
俗
学
で
は
神
と
森
は
共
同
体
の
世
界

観
と
関
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
然

（
森
）
が
あ
る
と
そ
の
有
難
さ
や
脅
威
が

神
々
し
い
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
ま

す
。
森
が
な
い
と
神
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
神
と
森
と
人
間
の
共
同
体

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
伝
統
文
化
や
目

に
見
え
な
い
民
俗
的
行
事
や
哲
学
が
な
く

な
り
ま
す
。
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
の
が
沖

縄
で
あ
り
、
特
に
離
島
で
は
顕
著
で
す
。 

映
画
で
は
沖
縄
の
離
島
の
四
つ
の
祭
り

（
エ
イ
サ
ー
、
パ
ー
ン
ト
ゥ
、
ア
ン
ガ
マ
、

豊
年
祭
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
祭
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
地
域
の
持

つ
力
、
人
間
の
持
つ
力
が
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
軍
と
日
本
政
府
が
ど
れ
だ
け

強
引
な
手
法
で
や
っ
て
き
て
も
沖
縄
に
は

対
峙
し
て
い
く
力
、
絶
対
に
奪
い
さ
ら
れ
な

い
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
土
地
や
家
屋
、

財
産
は
人
に
取
ら
れ
た
ら
な
く
な
る
が
、
集

落
に
は
祭
り
な
ど
共
有
の
概
念
、
大
事
な
こ

と
は
誰
か
ら
も
奪
え
な
い
財
産
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
象
徴
と
し
て
お
盆
に
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
が
目
に
見
え
る
形
で
家
に
帰

っ
て
く
る
の
が
石
垣
島
の
民
族
行
事
「
ア
ン

ガ
マ
」
で
す
。
自
衛
隊
の
配
備
を
め
ぐ
っ
て

石
垣
島
で
は
住
民
の
間
で
賛
否
が
あ
り
、
争

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
ガ
マ
は
あ
の
世

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ト
ン
チ
問
答
で
教
え

て
く
れ
ま
す
。
自
分
の
子
や
孫
の
世
代
に
死

後
も
関
わ
っ
て
い
く
と
思
え
ば
、
自
衛
隊
配

備
の
た
め
に
土
地
を
売
る
と
か
、
水
源
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
先
祖
や
子
孫
に
申
し
訳

が
立
た
な
く
な
る
。
そ
ん
な
社
会
規
範
、
世

界
観
が
残
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
祭
り
に
は

そ
の
よ
う
な
強
さ
が
あ
り
ま
す
。 

翁
長
雄
志
知
事
は
、
「
自
分
は
い
ま
沖
縄

県
の
代
表
と
し
て
苦
労
し
て
い
る
が
、
沖
縄

戦
や
先
祖
た
ち
の
苦
労
に
比
べ
れ
ば
大
し

た
こ
と
は
な
い
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
断

念
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
四
〇
年
、
五

〇
年
後
の
子
孫
た
ち
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
て
、
日
米
両
政
府
に
毅

然
と
対
峙
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
今
年
一
月

の
名
護
市
長
選
挙
で
稲
嶺
進
さ
ん
は
三
選

で
き
な
か
っ
た
。
去
年
の
宮
古
市
長
選
や
二

週
間
前
の
石
垣
市
長
選
で
も
辺
野
古
新
基

地
容
認
派
の
候
補
が
当
選
し
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
ピ
ー
ク
が
二
〇
一
四
年

～
二
〇
一
五
年
で
し
た
が
、
い
ま
は
こ
の
枠

組
み
で
首
長
選
挙
に
勝
つ
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

ゲ
ー
ト
前
の
抗
議
行
動
の
リ
ー
ダ
ー
山

城
博
治
さ
ん
は
、
一
本
二
八
〇
〇
円
の
鉄
条

網
を
ペ
ン
チ
で
切
っ
た
こ
と
や
ゲ
ー
ト
前

に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
資
材
搬
入
を
妨
害

し
た
こ
と
な
ど
四
件
の
微
罪
で
五
カ
月
間

も
拘
留
さ
れ
、
裁
判
で
は
懲
役
二
年
、
執
行

猶
予
三
年
の
判
決
が
出
て
い
ま
す
。
執
行
猶

予
の
三
年
間
、
博
治
さ
ん
は
抗
議
行
動
の
現

場
に
行
け
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
一
日
二
〇
〇
台
～
三
〇
〇
台
の
ト

映
画
「
標
的
の
島 

風
か
た
か
」 

内
灘
・
津
幡
上
映
会 

舞
台
挨
拶 

 

沖縄の祭りについて

熱く語る三上監督 
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ラ
ッ
ク
が
米
軍
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
に
入

り
、
辺
野
古
崎
の
元
の
形
が
わ
か
ら
な
く
な

る
ま
で
に
護
岸
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
辺
野
古
の
座
り
込
み
に
来

て
く
だ
さ
い
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対

し
、
抗
議
す
る
人
数
が
ふ
え
れ
ば
工
事
車
両

の
通
行
を
阻
む
こ
と
が
で
き
、
一
時
間
で
も

二
時
間
で
も
護
岸
工
事
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
。 

 

〝
軍
隊
は
住
民
を
守
ら
な
い
〟 

次
回
作
は
「
沖
縄
裏
戦
史
」 

今
、
私
は
〝
軍
隊
は
住
民
を
守
ら
な
い
〟

こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
七
二
年
前
の
沖
縄

戦
の
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
沖
縄

裏
戦
史
（
仮
題
）」
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

沖
縄
戦
で
は
、
軍
の
機
密
を
ア
メ
リ
カ
軍

に
渡
さ
な
い
た
め
に
ス
パ
イ
虐
殺
と
し
て

た
く
さ
ん
の
住
民
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
日
本 

軍
は
住
民
を
使
っ
て
戦
争
を
し
ま
す
。
そ
れ

は
秘
密
戦
と
い
う
分
野
で
す
。
沖
縄
の
守
備

隊
の
戦
闘
は
「
表
の
沖
縄
戦
」
で
あ
り
、
こ

れ
と
は
別
に
「
裏
の
沖
縄
戦
」
＝
秘
密
戦
が

あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
、
テ
ロ
、

ス
パ
イ
、
そ
し
て
情
報
戦
で
す
。
情
報
戦
に

は
軍
に
都
合
の
よ
い
情
報
を
流
す
こ
と
と

誰
が
戦
争
に
反
対
し
て
い
る
か
を
密
告
さ

せ
る
両
方
あ
り
ま
す
。 

こ
の
映
画
で
は
少
年
ス
パ
イ
兵
（
護
郷
隊
）

に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
護
郷
隊
は
陸
軍
中

野
学
校
が
つ
く
っ
た
学
校
で
、
一
〇
〇
〇
人

も
い
た
の
に
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
沖
縄
戦
に
は
一
四
歳
か
ら
一

七
歳
の
少
年
ス
パ
イ
兵
が
四
二
人
配
置
さ

れ
お
り
、
私
が
取
材
し
た
お
じ
い
さ
ん
の
中

に
は
一
人
で
ア
メ
リ
カ
兵
を
一
〇
〇
人
も

殺
し
た
と
話
し
た
人
も
い
ま
し
た
。 

「
沖
縄
裏
戦
史
」
で
は
日
本
軍
が
住
民
を

使
っ
て
、
少
年
兵
ま
で
使
っ
て
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
た
か
を
沖
縄
で
の
地
上
戦
を
通

し
て
訴
え
て
い
き
ま
す
。
当
時
の
大
本
営
が

作
っ
た
戦
争
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
①
遊
撃
戦

＝
ゲ
リ
ラ
戦
に
は
住
民
を
使
う
、
②
陣
地
構

築
や
飛
行
場
建
設
な
ど
労
働
さ
せ
る
、
③
食

糧
を
供
出
さ
せ
る
、
④
敵
が
入
っ
て
来
な
い

か
監
視
さ
せ
る
。
住
民
監
視
、
ス
パ
イ
行
為

も
含
み
ま
す
、
⑤
武
器
を
持
っ
て
戦
わ
せ
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
本
営
の
国
土
決
戦

教
令
に
は
、
本
土
で
も
沖
縄
と
同
じ
こ
と
を

さ
せ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
陸
軍
中
野
学

校
は
護
郷
隊
を
沖
縄
だ
け
で
な
く
、
全
国
に

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
宮

古
・
八
重
山
に
自
衛
隊
が
配
備
さ
れ
る
と
同

時
に
こ
の
よ
う
な
動
き
（
秘
密
戦
）
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
情
報
保
全
隊
が
入
っ

て
き
て
お
り
、
地
元
の
住
民
を
使
っ
て
自
衛

隊
配
備
へ
の
賛
否
や
宗
教
、
親
戚
関
係
な
ど

調
べ
て
い
ま
す
。
次
回
作
で
は
、
〝
自
衛
隊

は
住
民
を
守
る
組
織
で
は
な
い
〟
こ
と
を

描
き
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
非
核
・
い
し
か
わ
編
集
部
） 

◎
三
月
二
五
日
、
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
映
画
「
標
的
の
島 

風
か
た
か
」

上
映
会
で
の
舞
台
挨
拶
で
す
。 

    

◇
性
教
協
石
川
セ
ミ
ナ
ー
記
念
講
演
◇ 

講
師
の
河
野
美
代
子
さ
ん
の 

御
紹
介
に
か
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〝
人
間
と
性
〟
教
育
研
究
協
議
会 

石
川
支
部
事
務
局
長 

末
友
雅
子 

広
島
サ
ー
ク
ル
の
産
婦
人
科
医
、
河
野
美

代
子
さ
ん
は
、
性
教
育
で
は
と
て
も
有
名
な

方
で
す
。
『
さ
ら
ば
悲
し
み
の
性
』
と
い
う

著
書
で
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
も
多
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
〝
人
間
と
性
〟
教
育
研
究

協
議
会
（
以
下
、
性
教
協
）
石
川
支
部
の
セ

ミ
ナ
ー
で
も
二
度
、
産
婦
人
科
の
窓
口
か
ら

見
え
る
若
者
の
性
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

で
す
が
、
今
回
の
お
話
は
少
し
違
い
ま
す
。

二
〇
一
六
年
七
月
の
性
教
協
全
国
セ
ミ
ナ

ー
山
形
大
会
の
分
科
会
で
河
野
美
代
子
さ

ん
の
活
動
の
原
点
に
出
合
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
の
お
話
か
ら
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
彼
女
の
お
父
さ
ん
は
「
こ
の
子
た
ち
」

の
先
生
（
広
島
二
中
）
だ
っ
た
の
で
し
た
。

金
沢
で
一
五
回
上
演
さ
れ
、
私
も
関
わ
っ
た

朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
（
原
作
「
い

し
ぶ
み
」）。
爆
心
地
付
近
へ
建
物
疎
開
の
作

業
に
出
て
い
た
広
島
二
中
の
一
年
生
全
滅

の
記
録
、
最
期
の
様
子
を
母
が
語
る
…
何
の

脚
色
も
舞
台
道
具
も
な
く
、
た
だ
淡
々
と
読

む
。
そ
の
中
に
母
子
の
思
い
、
戦
争
中
の
状

況
、
押
さ
え
ら
れ
て
き
た
感
情
が
静
か
に
深

く
伝
わ
っ
て
く
る
舞
台
で
し
た
。
河
野
さ
ん

の
お
父
さ
ん
は
そ
の
日
そ
の
時
間
、
た
ま
た

ま
学
校
の
用
事
の
た
め
自
転
車
で
出
か
け
、

爆
心
地
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て

助
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
教
え
子
た
ち
を
助

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
生
涯
続
く
辛
い

思
い
で
し
た
。 

  

河
野
さ
ん
の
お
話
の
最
初
の
ス
ラ
イ
ド

は
、
生
き
残
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
青
空
教
室

で
勉
強
し
て
い
る
写
真
。
「
こ
れ
が
教
育
の

原
点
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
原
爆
投
下
後

の
高
放
射
能
の
が
れ
き
の
中
…
知
ら
な
い

非
核
・ 

平
和
の
ひ
ろ
ば 
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で
さ
ら
さ
れ
続
け
た
の
だ
と
思
う
と
切
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
生
き
抜
い
て
き
た

被
爆
者
、
被
爆
二
世
の
方
々
、
一
つ
病
気
に

か
か
れ
ば
「
原
爆
の
せ
い
で
は
な
い
の
か
」

と
思
い
、
周
囲
か
ら
は
「
ピ
カ
は
う
つ
る
」

「
ピ
カ
に
あ
っ
た
者
は
子
ど
も
に
影
響
す

る
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
孤
児
と
し
て
生
き
る

な
ど
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
差
別
と
苦

痛
を
感
じ
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
サ
バ
イ
バ

ー
で
す
。
河
野
さ
ん
は
、
被
爆
二
世
と
し
て
、

か
つ
て
核
実
験
反
対
の
座
り
込
み
を
し
て

い
た
仲
間
達
と
共
に
九
年
前
か
ら
「
八
・
六

広
島
平
和
の
夕
べ
」
と
い
う
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の

中
沢
啓
治
さ
ん
、
ミ
サ
ヨ
ご
夫
妻
と
も
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
中
沢
さ
ん
の
最
期
を
ご

家
族
と
と
も
に
送
ら
れ
た
こ
と
も
今
回
初

め
て
知
り
ま
し
た
。 

被
爆
二
世
を
意
識
し
て
活
動
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
の
３
・
１
１
震
災
、
そ
し
て
福

島
の
原
発
事
故
。
福
島
の
女
性
と
子
ど
も
た

ち
へ
一
時
保
養
の
呼
び
か
け
を
し
、
そ
の
取

り
組
み
の
中
で
福
島
の
女
性
た
ち
と
河
野

さ
ん
が
話
し
合
い
ま
す
。
河
野
さ
ん
が
若
い

頃
悩
ん
だ
こ
と
が
、
今
、
福
島
の
女
性
の
不

安
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
を
産
め
る

の
か
」。 

河
野
さ
ん
は
自
ら
の
人
生
で
「
被
爆
者
で

あ
る
親
の
話
を
聞
こ
う
」
「
私
た
ち
は
子
ど

も
を
産
も
う
、（
た
と
え
障
害
が
あ
っ
て
も
）

子
ど
も
と
と
も
に
頑
張
ろ
う
」
と
決
断
し
た

こ
と
を
語
り
ま
す
。
夫
の
両
親
の
反
対
を
乗

り
越
え
た
こ
と
を
「
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
が
惚

れ
と
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
よ
」
と
い
う
河
野
さ

ん
は
可
愛
く
も
た
く
ま
し
く
、
「
自
分
の
体

を
知
り
、
自
分
の
意
志
で
産
む
産
ま
な
い
を

決
め
、
楽
し
く
生
き
生
き
と
生
活
し
よ
う
。

私
の
本
音
は
、
頑
張
っ
て
産
ん
で
子
ど
も
と

一
緒
に
闘
っ
て
欲
し
い
」
と
河
野
さ
ん
は
語

り
ま
す
。 

 
 

日
々
の
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
診

療
か
ら
、
現
代
の
若
者
、
大
人
の
姿
、
自
ら

の
体
験
、
多
く
の
人
々
と
の
繋
が
り
の
中
か

ら
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
こ
と
、
な
ど
が
見

え
て
き
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
で
は
、
時

間
の
都
合
上
ど
こ
ま
で
お
聞
き
で
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
平
和
」「
原
爆
と
原
発
」

「
生
と
性
」
、
そ
れ
ら
が
一
本
に
つ
な
が
る

お
話
が
お
聞
き
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

     

市
民
メ
デ
ィ
ア
の
発
動
で 

９
条
改
憲
を
阻
止
し
、 

民
主
的
な
地
域
へ
変
革
を 

編
集
委
員 

永
山
孝
一 

 

９
条
改
憲
を
阻
止
し
、
貧
困
も
、
格
差
も
、

生
活
不
安
も
な
い
社
会
を
実
現
す
る
力
は
、

市
民
の
連
帯
を
お
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

憲
法
改
悪
を
狙
う
反
動
的
な
動
き
を
打

破
す
る
う
え
で
、
い
ま
私
た
ち
の
日
常
生
活

圏
か
ら
市
民
の
メ
デ
ィ
ア
を
発
動
し
、
知
恵

と
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

金
沢
都
市
圏
に
は
、
地
域
特
性
を
異
に
す

る
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
、
こ
れ
を
ベ
ー

ス
に
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
地

区
が
想
定
で
き
ま
す
。 

西
南
部
地
区
、
西
部
地
区
、
粟
ヶ
崎
・

内
灘
地
区
、
南
部
地
区
、
犀
川
・
兼
六

地
区
、
東
部
地
区
な
ど 

当
面
こ
う
し
た
地
区
で
、
地
域
住
民
に
よ

る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
ミ
ニ
・
メ
デ
ィ
ア

を
立
ち
上
げ
、
地
域
課
題
と
共
に
三
〇
〇
〇

万
署
名
な
ど
、
運
動
推
進
の
拠
点
と
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

金
沢
で
は
既
に
、
小
立
野
・
犀
川
ロ
ー
ド

９
条
の
会
の
ニ
ュ
ー
ス
、
寺
町
台
九
条
の
会

『
９
条
・
通
心
』
及
び
、
九
条
の
会
石
川
ネ 

ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
が
定
期
的 

に
刊
行
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
経
験
を
基
盤
と
し
た
市
民
の

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
範
な
連
帯
を

築
き
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

住
民
自
治
の
前
進
を 

９
条
の
会
や
非
核
の
会
を
は
じ
め
様
々
な

住
民
運
動
の
連
帯
が
、
金
沢
都
市
圏
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
力
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
固
有
性
の
あ
る
地
域
・
地
区
に
お
い
て
、

住
民
が
、
現
実
的
な
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
を
通
じ
、
住
民
自
治
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。 

                   

河野美代子さん講演会 

次の世代を育てる大人としてど

う生きるかー広島から福島まで 

日 時 5月 27日（日）13：30～ 

会 場 石川県社会福祉会館ホール 

参加費 一般 1500円、性教協石川会

員 1000円、学生など 700円 

主 催 〝人間と性〟教育研究協議

会石川支部 

サ
ポ
ー
ト
会
員
制
を 

発
足
し
ま
し
た 

『
非
核
・
い
し
か
わ
』
は
『
非
核
五
項
目
』

を
掲
げ
る
、
平
和
な
日
本
と
明
日
の
地
域
へ

の
道
し
る
べ
―
―
非
核
の
政
府
を
求
め
る

石
川
の
会
の
機
関
紙
で
す
。『
非
核
五
項
目
』

は
会
報
の
表
題
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
い
し
か
わ
発
の
平
和
へ
の
便

り
『
非
核
・
い
し
か
わ
』
が
、
よ
り
一
層
広

く
県
民
の
皆
様
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
、
サ

ポ
ー
ト
会
員
制
（
本
紙
の
年
間
購
読
料
一
五

〇
〇
円
）
を
発
足
し
ま
し
た
。
平
和
を
願
う

皆
さ
ま
に
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
奨
め
し

ま
す
。 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 
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非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 
◆
追
悼
寄
稿
◆ 

知
は
力
な
り 

西
村 

昭 
 

多
く
の
方
々
に
被
爆
の
実
相
を
知
っ
て

頂
か
な
け
れ
ば
「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
・
・
・
」

と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
が
、
核
兵
器
の
恐

ろ
し
き
人
道
上
の
問
題
を
人
々
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
そ
の
実

体
を
知
る
こ
と
に
よ
り
人
々
は
「
廃
絶
」
の

気
持
ち
を
胸
に
と
も
し
、
核
兵
器
廃
絶
の
意

志
を
育
て
核
兵
器
廃
絶
へ
の
行
動
を
起
こ

す
こ
と
に
な
る
。 

 

よ
く
言
わ
れ
る
「
知
は
力
な
り
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
核
の
非
人
道
性
を
知
っ
て

い
る
私
た
ち
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

が
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
ま
た
今
の
核
の
実

体
を
学
び
、
「
知
」
を
得
て
「
広
め
る
」
活

動
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

世
間
に
核
の
実
体
を
知
ら
せ
る
た
め
に 

も
私
た
ち
自
身
が
、
い
ま
核
兵
器
を
め
ぐ
っ 

て
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

体
と
将
来
に
つ
い
て
正
し
い
展
望
を
持
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
！
そ
の
た
め
の
研
修

の
資
料
や
場
を
私
た
ち
自
身
の
力
で
持
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

「
日
本
国
は
対
外
と
の
戦
争
は
し
な
い
」

状
態
が
七
〇
余
年
続
い
た
歴
史
の
重
み
は
、

対
外
と
の
戦
争
も
辞
さ
ず
資
本
の
論
理
を

貫
ぬ
こ
う
と
す
る
勢
力
に
と
っ
て
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
人
に
よ
っ
て
は
こ
の

状
況
の
一
面
を
切
り
取
り
、
「
平
和
ボ
ケ
」

と
も
言
う
が
そ
れ
は
七
〇
年
余
続
い
た
平

和
へ
の
冒
涜
で
あ
る
。
日
本
が
戦
争
に
参
加

し
な
か
っ
た
の
は
、
憲
法
九
条
と
そ
の
九
条

を
守
り
育
て
て
き
た
国
民
の
意
識
と
行
動

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
大
き
い
。 

 

日
本
国
民
は
憲
法
九
条
を
守
り
、
対
外
と

の
戦
争
を
さ
せ
な
い
状
況
を
作
っ
て
き
た
。

そ
の
一
方
で
、
陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
の
戦

力
は
「
・
・
・
戦
力
を
保
持
し
な
い
」
九
条

を
空
文
化
さ
せ
、
大
き
な
戦
力
を
保
持
し
、

陸
・
海
・
空
の
安
全
を
守
る
と
誇
示
し
て
い

る
。 

 

日
本
国
は
今
も
戦
争
に
反
対
し
、
平
和
の

担
い
手
と
し
て
進
む
勢
力
と
外
国
と
の
紛

争
や
自
国
の
利
益
の
た
め
と
称
し
て
戦
争

を
辞
さ
な
い
と
す
る
勢
力
の
せ
め
ぎ
合
い

の
中
に
い
る
。 

         

 

核
兵
器
廃
絶 

終
わ
り
の
始
ま
り 

西
本
多
美
子 

  

 

昨
年
は
、
私
の
被
爆
者
運
動
五
〇
年
余
の

総
決
算
と
も
言
え
る
大
き
な
大
き
な
出
来

事
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。
長
年
の
念
願
が
か

な
っ
て
、
県
内
被
爆
者
の
被
爆
証
言
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
こ
の
空
を
見
上
げ
て
』
が
完
成
し
、
県
内

の
全
て
の
小
、
中
、
高
、
大
学
、
図
書
館
、

自
治
体
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
被
爆
者
数
が
極
度
に
少
な
い
県

で
す
が
、
年
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

き
、
こ
の
ま
ま
で
は
広
島
、
長
崎
の
悲
劇
が

風
化
し
て
し
ま
う
と
の
危
機
感
に
駆
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

高
齢
と
様
々
な
疾
病
を
抱
え
、
差
別
と
偏

見
に
苦
し
ん
で
き
た
方
達
が
、
勇
気
を
奮
い

起
こ
し
て
カ
メ
ラ
の
前
で
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
、
優
秀
な
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
語
り
と
編 

集
。
被
爆
者
か
ら
の
後
世
ヘ
の
贈
り
物
と
な

っ
た
の
で
す
。 

昨
年
七
月
七
日
、
国
連
で
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
続
い
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核

兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
正
直
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
フ
ィ
ン
事
務
局

長
は
核
被
害
者
た
ち
が
苦
し
み
を
乗
り
越

え
て
語
り
続
け
て
く
れ
た
お
蔭
だ
と
、
高
く

評
価
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

私
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
日
本
被
団

協
の
求
め
に
応
じ
て
海
外
遊
説
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
国
連
本
部
四
回
を
は
じ
め
と

し
て
一
〇
数
回
に
の
ぼ
り
ま
す
。
一
回
一
回

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
少
し
は
力
に
な
れ

た
！
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
中
で
特
に

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
・
・
・
。 

一
九
九
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
の

世
界
市
民
平
和
会
議
に
参
加
。
三
日
間
の
会

議
で
出
さ
れ
た
「
公
正
な
世
界
秩
序
の
た
め

の
一
〇
原
則
」
の
第
一
に
日
本
国
憲
法
第
九

条
に
見
習
っ
て
各
国
は
不
戦
決
議
を
し
よ

う
と
出
さ
れ
た
の
に
は
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
だ
っ
て
平
和
憲
法
は
当
た
り
前
、

空
気
か
水
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
す

か
ら
。
核
兵
器
廃
絶
は
六
番
目
で
し
た
ね
。

日
本
の
若
手
の
弁
護
士
さ
ん
達
は
、
み
ん
な

浴
衣
姿
で
日
本
国
憲
法
の
英
語
版
を
配
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

二
〇
〇
〇
年
、
長
崎
の
松
谷
英
子
さ
ん
が

地
裁
、
高
裁
、
最
高
裁
と
一
二
年
も
の
歳
月

を
か
け
て
原
爆
症
の
認
定
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
、
ギ
リ
シ
ャ
の

女
性
団
体
か
ら
松
谷
さ
ん
に
会
議
へ
の
招

請
が
あ
り
ま
し
た
。
松
谷
さ
ん
は
勝
訴
後
、

原
爆
で
不
自
由
に
な
っ
た
足
を
手
術
し
て
、

ま
だ
ギ
プ
ス
が
と
れ
な
い
状
態
の
中
、
参
加

◎
創
立
当
初
か
ら
非
核
石
川
の
会
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
西
村
昭
さ
ん
は
三
月
二
八

日
、
享
年
八
一
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
エ
ッ
セ
ー
は
西
村
さ
ん
が
体
調
の

良
い
時
に
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
遺
族

の
方
か
ら
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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す
る
こ
と
に
。
車
椅
子
の
彼
女
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
役
目
で
ア
テ
ネ
に
行
き
ま
し
た
。 

一
五
年
ぐ
ら
い
前
に
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
に

行
き
ま
し
た
。
元
大
統
領
宅
に
招
待
さ
れ
て

懇
談
し
た
時
、
「
う
ち
の
国
で
は
、
軍
隊
を

持
と
う
と
言
う
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
ま

た
大
統
領
の
任
期
は
一
期
四
年
、
続
投
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
癒
着
が
起
き
る
と
困

り
ま
す
か
ら
ね
。」 

コ
ス
タ
リ
カ
に
は
国
連

平
和
大
学
が
あ
っ
て
、
世
界
三
〇
数
か
国
か

ら
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
「
原

爆
と
人
間
展
」
パ
ネ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
の
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
で
驚
い

た
の
は
、
地
図
に
載
っ
て
な
い
街
が
あ
る
こ

と
で
し
た
。
一
万
人
も
の
住
民
が
い
る
の
で

す
が
、
核
処
理
施
設
が
あ
る
た
め
町
名
は
番

号
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
近
く
に
大
き
な
川
が

あ
り
、
川
の
魚
は
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い

る
た
め
、
住
民
に
そ
の
影
響
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。
町
の
出
入
り
口
は
検
問
所
に
な
っ

て
い
て
、
銃
を
持
っ
た
検
査
官
が
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。 

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
タ
イ
語
版
完
成
で
翻

訳
者
グ
ル
ー
プ
の
浅
妻
南
海
江
さ
ん
の
お

供
を
し
た
時
は
、
バ
ン
コ
ク
で
も
っ
と
も
人

が
集
ま
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
サ
イ
ン
セ
ー

ル
を
し
ま
し
た
。
読
書
好
き
の
王
女
さ
ん
が

来
ら
れ
て
「
売
れ
て
ま
す
か
？
」
と
声
を
か

け
ら
れ
、
そ
れ
が
翌
日
の
新
聞
の
大
き
な
写

真
入
り
記
事
に
な
っ
た
の
に
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
ね
。 

 

今
年
は
被
爆
七
三
年
目
。
四
歳
被
爆
の
私

は
七
七
歳
と
高
齢
に
な
り
、
海
外
遊
説
は
無

理
に
な
り
ま
し
た
。 

「
世
界
の
ど
こ
に
も
ふ
た
た
び
被
爆
者

を
つ
く
る
な
。
」
そ
の
た
め
に
「
核
兵
器
の

廃
絶
を
！
」
は
心
か
ら
の
叫
び
で
す
。
命
あ

る
限
り
訴
え
続
け
ま
す
。 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

秋
の
憂
い 

土
井
和
子 

 

色
褪
せ
た
朝
顔
は 

過
ぎ
行
く
夏
を
歌
い 

熟
し
た
果
実
は 

秋
の
扉
を
開
い
て
い
る 

夕
暮
れ
の
空
に
浮
か
ぶ
鰯
雲 

赤
く
染
め
ら
れ
た
空 

華
や
か
に
秋
は
始
ま
っ
た 

 

大
学
受
験
生
を
持
つ
娘
と
姪
は 

希
望
す
る
受
験
校
を
決
め
る
の
に 

少
な
か
ら
ず
左
右
す
る
の
が 

親
の
所
得
だ
と
身
に
泌
み
た 

塾
も
予
備
校
も
高
額 

県
外
へ
の
仕
送
り
も
ま
た
財
布
が
痛
い 

奨
学
金
と
い
う
善
意
の
助
け
も
あ
る
が 

支
給
金
は
隠
れ
て
ロ
ー
ン
と
な
り 

卒
業
後
に
は
多
額
な
借
金
と
な
り 

厳
し
い
世
の
中
に
船
出
し
て
な
お 

利
息
が
付
い
た
奨
学
金
は
足
か
せ
と
な
る 

学
び
た
い
と
希
望
に
溢
れ
た
子
供
た
ち
を 

送
り
出
す
た
め
に
若
い
親
た
ち
は 

ど
ん
な
工
夫
を
す
る
の
だ
ろ
う
か 

家
計
簿
を
穴
が
開
く
ほ
ど
見
て
い
れ
ば 

膨
ら
み
も
縮
み
も
し
な
い
数
字
か
ら 

解
決
の
方
程
式
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い 

 

果
実
は
弾
け 

甘
い
香
り
を
漂
よ
わ
せ 

秋
の
天
使
は
軽
や
か
に 

弧
を
描
い
て
い
る
が
秋
憂
い 

 

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
上
映
中
の
『
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
』

を
鑑
賞
し
た
。
機
密
文
書
の
正
式
名
称
は

『
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
政
策
決
定
の
歴
史

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
八
年
』
と
い
い
、

米
政
府
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
関
与
の
実

態
を
記
録
し
た
内
部
資
料
だ
。
こ
の
膨
大
な

レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
歴
代
政
権
は
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
勝
目
が
な
い
こ
と
を
分
か
っ
て

い
な
が
ら
、
国
民
を
欺
き
、
何
百
万
人
も
の

若
者
を
戦
地
に
送
り
込
ん
で
い
た
と
い
う
。

映
画
で
は
〝
情
報
漏
洩
に
よ
り
国
家
の
安

全
保
障
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
〟
と
い
う

理
由
で
ス
ク
ー
プ
報
道
に
つ
い
て
新
聞
社

と
政
府
が
裁
判
で
争
う
内
容
と
な
っ
て
い

る
。 こ

れ
は
何
の
こ
と
は
な
い
現
代
日
本
の

状
況
と
酷
似
し
て
い
る
。
秘
密
保
護
法
、
共

謀
罪
な
ど
で
網
を
か
け
、
改
竄
・
隠
蔽
・
虚

偽
の
限
り
を
尽
く
し
て
で
も
、
究
極
的
に
憲

法
九
条
の
死
文
化
を
企
む
。
危
惧
や
反

戦
の
声
を
黙
殺
し
て
強
引
に
す
す
め
る

の
は
、
お
よ
そ
民
主
主
義
と
程
遠
い
。 

映
画
は
〝
報
道
の
自
由
〟
〝
権
力
で
は

な
く
民
衆
の
奉
仕
者
〟
な
ど
重
要
な
テ
ー

マ
を
サ
ッ
と
示
し
て
い
る
が
、
〝
民
主
主
義

と
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
〟
を
米
司
法
が

守
っ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。 

い
ま
日
米
の
政
権
が
マ
ス
コ
ミ
を
敵
視

し
、
そ
の
活
動
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
か
つ
て
米
政
権
と
戦
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
た
ち
を
描
く
映
画
を
放
つ
こ
と
は
、

大
い
な
る
意
味
が
あ
ろ
う
。
民
衆
も
ま
た
我

が
事
と
し
て
、
応
え
ね
ば
な
る
ま
い
。（
中
） 

          

平
和
事
業
に
関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト

を
今
年
も
実
施
し
ま
す 

 

二
〇
一
八
年
度
の
平
和
事
業
、
小
中
学

校
の
平
和
教
育
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
、「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
等
に
つ
き
、
本
紙
と

と
も
に
県
内
全
自
治
体
に
調
査
用
紙
を
送

り
、
五
月
半
ば
ま
で
に
集
約
す
る
見
込
み

で
す
。 
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シ
リ
ー
ズ 

石
川
の
地
域
点
描 

⑳ 
 
 

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー 

中
西 

優 

  

夜
桜
を
撮
り
に
、
金
沢
の
ひ
が
し
茶
屋
街

周
辺
や
金
沢
城
・
兼
六
園
な
ど
を
歩
き
ま
し

た
。
平
日
な
の
に
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
、
特

に
観
光
客
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。
俗
に
言
う

「
新
幹
線
効
果
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
一
方
で
「
観
光
地
に
人
が
集
ま
る
ば

か
り
で
、
商
店
街
に
は
人
が
来
な
い
」
と
い

う
話
も
耳
に
し
ま
す
。
観
光
と
市
民
生
活
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
直
す
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

 

 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

広
瀬
勝
子 

 

 

    

      

桜が満開の主計町茶屋街＝金沢市 

夜桜と浅野川・梅の橋＝金沢市 

 

月 日 曜 時 内　　容 場　　　　　所

28 土 14:00 学習講演会 「辺野古はいま」　ヘリ基地反対協議会・安次富浩さん 金沢市西念・労済会館3階ホール

30 月・休 10:00
のとじょネット 講演会　お医者さんが語る放射能に負けないための
「日々の暮らしの処方箋」/児玉順一さん

七尾市小島町・ワークパル七尾

3 木・休 14:00
安倍改憲ＮＯ！ 市民アクションいしかわ　憲法施行71周年記念県民

集会・記念講演「安倍改憲阻止のために」　浜矩子さん
金沢市下本多町・金沢歌劇座大ホール

9 水 12:50 核兵器廃絶６・９署名行動 金沢市武蔵町・Mza前

13 日 13:30
ＮＰＯ法人「未来塾・大人の学び」市民講演会

「リベラル再稼働のために～アメリカの属国を越えよう」白井聡さん
金沢市青草町・近江町交流プラザ4階集会室

「国民平和大行進」と「非核平和の自治体づくりアンケート」要請 県内全自治体へ

19 土 14:00 石川県平和委員会年次総会 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階研修室

26 土 13:00 非核の政府を求める石川の会総会  総会後こちらへ↓ 金沢市下本多町・金沢歌劇座3階第3会議室

26 土 14:00
いしかわ市民連合講演会

　「市民の力が政治を動かす」木下ちがやさん
金沢市下本多町・金沢歌劇座2階大集会室

27 日 13:30
人間と性　教育研究協議会石川支部
石川セミナー記念講演／河野美代子さん

金沢市本多町・石川県社会福祉会館4階集会室

9 土 14:00
戦争をさせない石川の会講演会
「なぜ、菅官房長官の会見に臨むのか」望月衣塑子さん

金沢市下本多町・金沢歌劇座２階大集会室

原水爆禁止国民平和大行進・能登コース　（詳しくは実行委発表を） 輪島市から内灘町へ

　同上　日本海コース　一歩でも二歩でもあなたの街を歩きましょう 津幡町倶利伽羅から福井県吉崎町へ

16 土 13:00 映画「標的の島　風かたか」小松上映会 小松市・小松市民センター

23 土 14:00 映画「標的の島　風かたか」能美上映会 能美市・根上総合文化会館タント小ホール

1 日 10:00 石川県母親大会全体会・記念講演　伊藤真さん 金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

＊ 祝日は休日とします　＊ 毎週金曜日18：30どいね原発アピール行動 金沢駅兼六園口　＊ 毎月15日石川県沖縄連帯デ―

本紙「非核いしかわ」のサポート会員を募集中。年間購読料１，５００円です。ご紹介をお願いします。

13:00 反核・平和おりづる市民のつどい／卯辰山「平和の子ら像」建立20周
年記念　映画「この世界の片隅に」上映会

4

6

5

7

非核平和の掲示板

１４（月）～17（木）

１０（日）～１５（金）

１６（土）～２４（日）

金沢市三社町・石川県女性センター・ホール22 日


